
ご存じですか？ 障害者虐待
　　防止法

ぞん

ぼう し ほう

ふせ

害者虐待障害者虐待

障害者虐待障害者虐待障害者虐待
みんなで

防ぐ
ふ　せ

し ょ う が い し ゃ ぎ ゃ く た い

■障
しょう

害
がい

者
しゃ

虐
ぎゃく

待
たい

に気
き

づいた人
ひと

は——
●区

く

の担
たん

当
とう

窓
まど

口
ぐち

へ通
つう

報
ほう

義
ぎ

務
む

があります。
　地

ち

域
いき

ぐるみの早
はや

めの対
たい

応
おう

や支
し

援
えん

が、虐
ぎゃく

待
たい

を受
う

ける障
しょう

害
がい

者
しゃ

だけでなく、虐
ぎゃく

待
たい

をしてしまう家
か

族
ぞく

などがかかえる問
もん

題
だい

の解
かい

決
けつ

にもつながります。ご協
きょう

力
りょく

をお願
ねが

いします。

虐
ぎゃく

待
たい

に気
き

づいたら すみやかに通
つう

報
ほう

を！

●どこの家
か

庭
てい

や施
し

設
せつ

・職
しょく

場
ば

でも起
お

こりうる問
もん

題
だい

です。
●虐

ぎゃく

待
たい

を受
う

ける人
ひと

、してしまう人
ひと

が虐
ぎゃく

待
たい

だと認
にん

識
しき

できず、自
じ

分
ぶん

から助
たす

けを
求
もと

められない場
ば

合
あい

があります。
　そのため、虐

ぎゃく

待
たい

を防
ふせ

ぐために、住
じゅう

民
みん

一
ひとり

人ひとりが正
ただ

しい知
ち

識
しき

を身
み

につけて、
小
ちい

さな兆
ちょう

候
こう

を見
み

逃
のが

さずに早
そう

期
き

に発
はっ

見
けん

、通
つう

報
ほう

してください。

通
つう

報
ほう

先
さき

■障
しょう

害
がい

者
しゃ

の虐
ぎゃく

待
たい

は——

文
ぶん

京
きょう

区
く

障
しょう

害
がい

者
しゃ

虐
ぎゃく

待
たい

防
ぼう

止
し

センター（文ぶん京きょう区く 福ふく祉し 部ぶ 障しょう害がい福ふく祉し 課か 内ない）
☎03-5803-1818（月げつ〜金きん曜よう　8時じ 30分ぷん〜17時じ 15分ふん）
障
しょう

害
がい

者
しゃ

基
き

幹
かん

相
そう

談
だん

支
し

援
えん

センター（文ぶん京きょう総そう合ごう福ふく祉し センター内ない）
☎03-5940-2903（平へい日じつ夜や 間かん17時じ 15分ふん〜翌よく8時じ 30分ぷん、土ど・日にち・祝しゅく日じつ24時じ 間かん）



こんなことが虐
ぎゃく

待
たい

に～障
しょう

害
がい

者
しゃ

虐
ぎゃく

待
たい

の例
れい

～

資
し

料
りょう

：「障
しょう

害
がい

者
しゃ

虐
ぎゃく

待
たい

防
ぼう

止
し

マニュアル」（NPO 法
ほう

人
じん

PandA-J）を参
さん

考
こう

に作
さく

成
せい

通
つう

報
ほう

や届
とどけ

出
で

をした人
ひと

の情
じょう

報
ほう

は守
まも

られます

　虐
ぎゃく

待
たい

の通
つう

報
ほう

や届
とどけ

出
で

をした人
ひと

を特
とく

定
てい

する情
じょう

報
ほう

は
慎
しん

重
ちょう

に取
と

り扱
あつか

われ、区
く

の職
しょく

員
いん

には守
しゅ

秘
ひ

義
ぎ

務
む

が課
か

せられています。また、通
つう

報
ほう

者
しゃ

が施
し

設
せつ

や職
しょく

場
ば

の
職
しょく

員
いん

による場
ば

合
あい

、通
つう

報
ほう

を理
り

由
ゆう

に解
かい

雇
こ

などをする
ことは禁

きん

じられています。匿
とく

名
めい

による通
つう

報
ほう

も受
う

け付
つ

けます。

（例
れい

）●平
ひら

手
て

打
う

ち　　●殴
なぐ

る
　　●蹴

け

る　　　　●つねる
　　●縛

しば

りつける
　　●閉

と

じ込
こ

める
　　●不

ふ

要
よう

な薬
くすり

を飲
の

ませる　　など

（例
れい

）●怒
ど

鳴
な

る　　　●ののしる　
　　●悪

わる

口
くち

を言
い

う
　　●仲

なか

間
ま

に入
い

れない
　　●子

こ

どもあつかいする
　　●わざと無

む

視
し

する　　など

（例
れい

）●年
ねん

金
きん

や賃
ちん

金
ぎん

を渡
わた

さない
　　●勝

かっ

手
て

に財
ざい

産
さん

や預
よ

貯
ちょ

金
きん

を使
つか

う
　　●日

にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

に必
ひつ

要
よう

な金
きん

銭
せん

を
　　　与

あた

えない　　　など

（例
れい

）●性
せい

交
こう

　　　●性
せい

器
き

への接
せっ

触
しょく

　　●裸
はだか

にする　●キスをする
　　●障

しょう

害
がい

者
しゃ

にわいせつな話
はなし

をする、
　　　映

えい

像
ぞう

を見
み

せる　　など

（例
れい

）●十
じゅう

分
ぶん

な食
しょく

事
じ

を与
あた

えない　
　　●不

ふ

潔
けつ

な住
じゅう

環
かん

境
きょう

で生
せい

活
かつ

させる
　　●必

ひつ

要
よう

な医
い

療
りょう

や福
ふく

祉
し

サービス
　　　を受

う

けさせない　　など

身
しん

体
たい

的
てき

虐
ぎゃく

待
たい

心
しん

理
り

的
てき

虐
ぎゃく

待
たい

経
けい

済
ざい

的
てき

虐
ぎゃく

待
たい

性
せい

的
てき

虐
ぎゃく

待
たい

放
ほう

棄
き

・放
ほう

任
にん

（ネグレクト）

●体
からだ

に傷
きず

やあざ、火
や け ど

傷の跡
あと

がしばしばある。
●急

きゅう

におびえたり、こわがったりする。
●傷

きず

やあざなどの説
せつ

明
めい

が変
へん

化
か

する。　　　など

こんなサインが…

●おびえる、泣
な

く、叫
さけ

ぶなどパニックを起
お

こす。
●攻

こう

撃
げき

的
てき

な態
たい

度
ど

がみられる。
●自

じ

分
ぶん

で自
じ

分
ぶん

を傷
きず

つける行
こう

為
い

をする。　　など

こんなサインが…

●お金
かね

を使
つか

っている様
よう

子
す

がみられない。
●日

にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

に必
ひつ

要
よう

な金
きん

銭
せん

を渡
わた

されていない。
●生

せい

活
かつ

費
ひ

などの支
し

払
はら

いができていない。　など

こんなサインが…

●肛
こう

門
もん

や性
せい

器
き

などに出
しゅっ

血
けつ

や傷
きず

がみられる。
●卑

ひ

猥
わい

な言
こと

葉
ば

を発
はっ

するようになる。
●人

ひと

に相
そう

談
だん

するのをためらう。　　　　　など

こんなサインが…

●体
からだ

から異
い

臭
しゅう

がするなど衛
えい

生
せい

状
じょう

態
たい

が悪
わる

い。
●ひどく空

くう

腹
ふく

を訴
うった

え、栄
えい

養
よう

失
しっ

調
ちょう

がみられる。
●学

がっ

校
こう

や職
しょく

場
ば

などに出
で

てこない。　　　　など

こんなサインが…

暴
ぼう

行
こう

により、体
からだ

に傷
きず

や
痛
いた

みを与
あた

える。

言
こと

葉
ば

や態
たい

度
ど

で、精
せい

神
しん

的
てき

苦
く

痛
つう

を与
あた

える。

本
ほん

人
にん

の同
どう

意
い

なく財
ざい

産
さん

や
年
ねん

金
きん

、賃
ちん

金
ぎん

などを使
つか

う。

無
む

理
り

矢
や

理
り

わいせつな
ことをする、させる。

世
せ

話
わ

や介
かい

助
じょ

をせず、
心
しん

身
しん

を衰
すい

弱
じゃく

させる。



個儀頑摘副

ふくすうこうbくホばあいぜやくたいうたtI                        13んだんれいかんtTん15

※複数の項Ejに当てはまる場合は､虐待の疑いがそれだけ濃いと判断できます.また､これらはあくまで例なので､完全に当てはまらなく
ぜやくT=いかんb(ちr)うい｣31かめひつよう

ても虐待がないと考えずこ似たようなサインにも注意深くEjを向ける必要があります｡

しんたいてきぎゃくたい

【身体的虐待のサイン】
からだちい宅ず

□体に小さな傷がしばしばみられる｡
ふとにうでうちがわせなかきず

□太ももや二の腕の内側､背中などに傷などがみられる｡
かいふくじようたいちが昏ず

□回復の状態がさまざまに違う傷やあざがある.
あた宗　　かお　　　とう　ひ　　　　　　　　　きず

口頭､顔､頭皮などに傷がある｡
しりてせなかやrlどあと

□お尻､手のひら､背中などに火傷の跡がある｡
さrJ-:.

□急におびえたり､こわがったりする｡
しせつしよくばい

□施設や職場へ行きたがらない｡

きずせつめいあ

□傷やあざの説明のつじつまが合わない｡
てあた3･かつこう

□手をあげると､頭をかばうような格好をする｡
ひようじJ,う　　　　　　　　　　　　　　　さゆう　　I】l　あん　　　　　　　　ふる

□おびえた表情をよくする､急に不安がる､震える｡
じぶんあた3･              31ゆうなだ

□自分で頭をたたく､急に泣き出すことがよくある｡
い　　し　　　　は　けん　　r31く　し　　　　たんとうしや　　　そうだん

□医師や保健､福祉の担当者に相談するのをためらう｡
いしほけんふくしたんとうしやはなないよう

□医師や保健､福祉の担当者に話す内容がつじつまが
あ

合わない｡

せ　い　て　き　きやく　た　い

【性的虐待のサイン】
ふしtfんあるかたすわ

口不自然な歩き方をする､ずっと座っていられない｡
こうもん　　　せい　き　　　　　　　　　しrDつけつ　　　きず

ロ旺門や性器からの出血､傷がみられる｡
せい謹いたうつT=

□性器の痛み､かゆみを訴える｡
きpDう

□急におぴえたり､こわがったりする｡
しゆういひとからだ

□周囲の人の体をさわるようになる｡

ひわいことぽlまつ

□卑損な言葉を発するようになる｡
め亡へや

□ひと日を避け､ひとりで部屋にいたがるようになる｡
い　　し　　　　は　けん　　r31く　LJ　　　　たんとうしゃ　　　そうだん

□医師や保健､福祉の担当者に相談するのをためらう｡
すいalん　　　　ふ　　き　そく　　　　　　　　　　　　ゆめ

口睡眠が不規則になる､夢にうなされる｡
せい昏じぶん

ロ性器を自分でよくいじるようになる｡

し　ん　　り　　こ　さ　さやく　た　い

【心理的虐待のサイン】
□かきむしり､かみつきなど､患撃絹な態虚がみられる｡　D違敏の菱イもが嘉しい､適&'や葺巨岩がみられるo

口述娘が木病員['Jr=なる､執こうなされる.　　　　□畠芽で畠券の襟を嶺っける指島がみられる｡

□襟をJTlさく縮める｡　　　　　　　　　　　□蕪B'嵐あきらめ､なげやりな様子になる､岩宿が

□おびえる､わめく､造く､揖ぶなどJto=ツク違操を　　なくなるo

起こgo　　　　　　　　　　　　　　　□抹茎が木畠執こ壇えたり､減ったりする｡

ほ　う　　き　　　　　　は　)に　ん

【放棄･放任のサイン】
わlらだ　　　　　　い　しゆう　　　かみ　　　よご　　　　　　　　　　　　　　　　　　つめ　　　　の　　　　　　　きT=な

□体から異臭､髪の汚れがひどい､爪が伸びて汚い､
ひ　　ふ　　　　　い　じJ;ラ

皮膚に異常がある｡
へやいしゅうへやちほうち

□部屋から異臭､部屋がひどく散らかりゴミを放置し

ている｡
おなふくきよこした卓

□ずっと同じ服を着ている､汚れたままのシーツや下着である｡
たいじゅうJ31かていいがい

□体重がなかなか増えない､家庭以外ではむさぼるよ
た

うに食べる｡

け　い　こT　い　て　さ　さいく　た　い

【経済的虐待のサイン】

く　うふく　　　うった　　　　　　　　えいようしつちJ:ラ

□ひどく空腹を訴える､栄養失調がみられる｡
ぴよう　菅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　ぞく　　　じゆ　しん　　　きよ　ひ　　　　　　じゆしん

□病気やけがをしても家族が受診を拒否し､受診をす
い

すめても行っていない｡
がっ　こう　　　LJ:く　ぼ　　　　で

□学校や職場に出てこない｡
しえんひとあはな

□支援しようとする人に会いたがらない､話したがら

ない｡

わlねつblようす

□お金を使っている様子がみられない｡
にちL3ようせいかつ　　　ひっよう　　　きんせん　　　わた

□日常生活に必要な金銭を渡されていない｡
ねんきんちんぎんかんり

□年金や賃金などが､どう管理されている
ほんにんし

のか本人が知らない｡

リ　ようリJ-う　　　せいかつ　ひ　　　　　し　はう

ロサービスの利用料や生活費の支払いが､
できない｡

し　さん　　ttいかつじよう吉J-う　　　　らく　さ　　　はげ

□もっている資産と生活状況との落差が激しい｡
か　ぞく　　　ほんにん　　　わんきん　　　かん　り　　　　　　　あそ　　　　　　せいかつ　ひ

□家族が本人の年金を管理し､遊びや生活費
つかおも

に使っているように思える｡

し　リJ:う　　　　LJ:うがいしやぎやくTといIJ〕　L IFE　う　LJん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さんこ　う　　　きくせい

資料: ｢障害者虐待防止マニュアル｣ (NPO法人PandA-｣)を参考に作成



しよう机l Lやぎゃくたい　ぼう　し　　　　　　　　　　　　　　　はつ　けん　しや　　　　　　　つう　ほう　　L/よう机､しゃ　ほん　にん　　　　　　とどけ　で　　　う

障害者虐待防止センターでは､発見者からの通報や障害者本人からの届出を受けて､
かん　けい　舌　かん　　　れん　けい　　　　　よう　ご　しや　とう　　　　　　　しょうがい　しやぎゃくたい　　　ぼう　し　およ　　ぎゃ<たい　　　う　　　　　しょうがし1しや　　　ほ　ご

関係機関と連携して養護者等による障害者虐待の防止及び虐待を受けた障害者の保護の
しえんおこな

ための支援を行います｡

かんけいきかんれんけい

く関係機関との連携　華賢

愚び経巻暑遠島の
しゆうちよぼう

周知･予防)
かんけいしやぎゃくたいかん

関係者に虐待に関して
りかい

理解してもらうこと､

□□□

ちいきみまもよぼうとりく

地域で見守ることなど､予防の取組み
すす

を進めます｡

ぎゃ<たい　　　　　　たい　おう

く虐待への対応)
つうほうとどけでうじじつかくにん

通報･届出を受けて､事実を確認し､
かいけつはか

解決を図ります｡

いりようさかん

医療機関 み　ん　LJ　い　　　　　じ　ど　う　い　い　ん

民生･児童委員

ようごしゃしえん

く養護者への支援)
ようごしやふたんかるこま

養護者の負担を軽くする､困って
そうだんのようご

いることの相談に乗るなど､養護
しやしえんはか

者の支援を図ります｡

発行　文京区福祉部障害福祉課　〒 112-8555　文京区春日1-16-21

ホームページアドレス　http://www･⊂町bunkyo.1g.｣p/　H24.9

印刷物番胃FO312021
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「虐
ぎゃく

待
たい

される人
ひと

」「虐
ぎゃく

待
たい

してしまう人
ひと

」の
両
りょう

方
ほう

を救
すく

うために

養
よう

護
ご

者
しゃ

への支
し

援
えん

も大
たい

切
せつ

です
　障

しょう

害
がい

者
しゃ

虐
ぎゃく

待
たい

では、虐
ぎゃく

待
たい

をしてしまう家
か

族
ぞく

などの養
よう

護
ご

者
しゃ

にも支
し

援
えん

が必
ひつ

要
よう

な場
ば

合
あい

が少
すく

なく
ありません。心

しん

身
しん

の疲
つか

れや障
しょう

害
がい

についての知
ち

識
しき

不
ぶ

足
そく

、家
か

族
ぞく

間
かん

の人
にん

間
げん

関
かん

係
けい

など要
よう

因
いん

はさま
ざまですが、養

よう

護
ご

者
しゃ

を含
ふく

む家
か

族
ぞく

全
ぜん

体
たい

を地
ち

域
いき

ぐるみで支
し

援
えん

することが根
こん

本
ぽん

的
てき

な虐
ぎゃく

待
たい

防
ぼう

止
し

に
つながります。

養
よう

護
ご

者
しゃ

に 対
たい

す る サ ポ ー ト 例
れい

＜負
ふ

担
たん

を軽
かる

くする＞
　養

よう

護
ご

者
しゃ

の心
しん

身
しん

の疲
つか

れなど負
ふ

担
たん

感
かん

が大
おお

きい場
ば

合
あい

、短
たん

期
き

入
にゅう

所
しょ

など障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

サー
ビスの利

り

用
よう

で、休
きゅう

息
そく

できる時
じ

間
かん

などを
つくる。

＜心
こころ

のケアをする＞
　精

せい

神
しん

的
てき

に余
よ

裕
ゆう

のない養
よう

護
ご

者
しゃ

の心
こころ

をい
やすため、カウンセリングの利

り

用
よう

や家
か

族
ぞく

会
かい

への参
さん

加
か

などで、家
か

族
ぞく

関
かん

係
けい

の回
かい

復
ふく

にもつなげていく。

＜知
ち

識
しき

や技
ぎ

術
じゅつ

を増
ふ

やす＞
　障

しょう

害
がい

に関
かん

する介
かい

護
ご

の知
ち

識
しき

や技
ぎ

術
じゅつ

が必
ひつ

要
よう

である場
ば

合
あい

は、専
せん

門
もん

家
か

の助
じょ

言
げん

や指
し

導
どう

によって、障
しょう

害
がい

についての正
せい

確
かく

な知
ち

識
しき

や情
じょう

報
ほう

などを提
てい

供
きょう

する。

＜専
せん

門
もん

的
てき

な支
し

援
えん

をする＞
　病

びょう

気
き

や経
けい

済
ざい

的
てき

問
もん

題
だい

など養
よう

護
ご

者
しゃ

自
じ

身
しん

が
支

し

援
えん

を必
ひつ

要
よう

としている場
ば

合
あい

は、それぞ
れの課

か

題
だい

に応
おう

じた専
せん

門
もん

機
き

関
かん

からの支
し

援
えん

を行
おこな

う。

まず、ご相
そう

談
だん

ください。 障
しょう

害
がい

者
しゃ

の虐
ぎゃく

待
たい

や養
よう

護
ご

者
しゃ

の支
し

援
えん

に関
かん

する相
そう

談
だん

は…

【月
げつ

〜金
きん

曜
よう

（8時
じ

30分
ぷん

〜 17時
じ

15分
ふん

）】

【平
へい

日
じつ

夜
や

間
かん

（17時
じ

15分
ふん

〜翌
よく

8時
じ

30分
ぷん

）、土
ど

・日
にち

・祝
しゅく

日
じつ

（24時
じ

間
かん

）】

文
ぶん

京
きょう

区
く

障
しょう

害
がい

者
しゃ

虐
ぎゃく

待
たい

防
ぼう

止
し

センター
（文

ぶん

京
きょう

区
く

福
ふく

祉
し

部
ぶ

障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

課
か

内
ない

）
TEL 03-5803-1818　FAX 03-5803-1352

障
しょう

害
がい

者
しゃ

基
き

幹
かん

相
そう

談
だん

支
し

援
えん

センター
（文

ぶん

京
きょう

総
そう

合
ごう

福
ふく

祉
し

センター内
ない

）
TEL 03-5940-2903　FAX 03-5940-2904
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名　称 電話番号 所在地 相談時間

〈障害福祉についての区の相談窓口〉
しょうがい ふく し く そう だん まど ぐち

■区役所・保健所

障害福祉サービスの利用や日常の相談は下記へ
く やく しょ じょほ けん

春日 1-16-21
かすが 月～金曜

8:30 ～ 17:15
（土・日・祝日・
年末年始は休み）

げつ きんよう

ねん ねん し やすまつ

ど にち しゅくじつ

千駄木 5-20-18
せん だ ぎ

めい しょう でん わ ばんごう しょざい ち そうだん じ かん

しょうがい ふく し じょう そう だん か きにちり よう

しんたい

身体
ち てき

知的
せいしん

精神

○
○

○

○

○

なんびょう

難病

○

○

○

しょうがい ふく し か

ぶんきょう かいきたがわ
障害福祉課
（文京シビックセンター9階北側）

ぶんきょう かいみなみがわ

よ ぼう たい さく か

予防対策課
（文京シビックセンター8階南側）

ぶんきょう かいきたがわ

ほ けん

保健サービスセンター
（文京シビックセンター8階北側）

ほ けん ほんごう し しょ

保健サービスセンター本郷支所

5803-1219

5803-1214

5803-1230

5803-1805

3821-5106

禁無断転載　 東京法規出版

このリーフレットは、厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

「市
し

町
ちょう

村
そん

・都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

における障
しょう

害
がい

者
しゃ

虐
ぎゃく

待
たい

の防
ぼう

止
し

と対
たい

応
おう

」をもとに作
さく

成
せい

しました。

M19
©

障
しょう

害
がい

者
しゃ

虐
ぎゃく

待
たい

防
ぼう

止
し

法
ほう

ってどんな法
ほう

律
りつ

？
　障

しょう

害
がい

者
しゃ

虐
ぎゃく

待
たい

防
ぼう

止
し

法
ほう

（正
せい

式
しき

には「障
しょう

害
がい

者
しゃ

虐
ぎゃく

待
たい

の防
ぼう

止
し

、障
しょう

害
がい

者
しゃ

の養
よう

護
ご

者
しゃ

に対
たい

する支
し

援
えん

等
とう

に関
かん

す
る法

ほう

律
りつ

」）は、虐
ぎゃく

待
たい

によって障
しょう

害
がい

者
しゃ

の権
けん

利
り

や尊
そん

厳
げん

がおびやかされることを防
ふせ

ぐ法
ほう

律
りつ

です。障
しょう

害
がい

者
しゃ

の安
あん

定
てい

した生
せい

活
かつ

や社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

を助
たす

けるために、みんなで虐
ぎゃく

待
たい

の防
ぼう

止
し

に取
と

り組
く

みましょう。

▍対
たい

象
しょう

となる障
しょう

害
がい

者
しゃ

とは
　障

しょう

害
がい

者
しゃ

虐
ぎゃく

待
たい

防
ぼう

止
し

法
ほう

では、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

（発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

を含
ふく

む）やそのほか心
しん

身
しん

に何
なん

らかの障
しょう

害
がい

があり、その障
しょう

害
がい

や社
しゃ

会
かい

的
てき

な障
しょう

壁
へき

によって、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

や社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

が困
こん

難
なん

で
援
えん

助
じょ

が必
ひつ

要
よう

な人
ひと

が対
たい

象
しょう

となります（障
しょう

害
がい

者
しゃ

には18歳
さい

未
み

満
まん

の人
ひと

も含
ふく

まれます）。

▍3種
しゅ

類
るい

の障
しょう

害
がい

者
しゃ

虐
ぎゃく

待
たい

　障
しょう

害
がい

者
しゃ

虐
ぎゃく

待
たい

防
ぼう

止
し

法
ほう

では、虐
ぎゃく

待
たい

を以
い

下
か

の3種
しゅ

類
るい

に分
わ

けています。

養
よう

護
ご

者
しゃ

による虐
ぎゃく

待
たい 障

しょう

害
がい

者
しゃ

福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

従
じゅう

事
じ

者
しゃ

等
とう

による虐
ぎゃく

待
たい 使

し

用
よう

者
しゃ

による虐
ぎゃく

待
たい

●家
か

族
ぞく

、親
しん

族
ぞく

●同
どう

居
きょ

する人
ひと

からの虐
ぎゃく

待
たい ●施

し

設
せつ

職
しょく

員
いん

●ホームヘルパーなど　
　からの虐

ぎゃく

待
たい

就
しゅう

職
しょく

している場
ば

合
あい

、仕
し

事
ごと

先
さき

の事
じ

業
ぎょう

主
ぬし

などからの虐
ぎゃく

待
たい
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